
平
成

年
度

強
度
の
地
ご
し
ら
え
を
平
成

年
に
行
い

「
釧
路
湿
原
自
然
再
生
事
業
」

26

21

北
の
国
・
森
林
づ
く
り

植
栽
し
た
と
こ
ろ
、
平
成

年
に
苗
木
が

紹
介
パ
ネ
ル
展

24

技
術
交
流
発
表
会

根
ま
で
掘
ら
れ
る
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
が
発
生

し
た
た
め
、
調
査
を
行
い
、
そ
の
発
生
メ

釧
路
湿
原
で
行
わ
れ
て
い
る
自
然
再
生

１
月

日
（
木
）・

日
（
金
）、
北
海

カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
た
の
で
報
告
し
た

事
業
（
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
雷

29

30

道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
か
で
る
２
・

も
の
で
す
。

別
地
区
森
林
再
生
や
茅
沼
地
区
旧
川
復

７
」（
札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
）

な
お
、
審
査
の
結
果
、
根
釧
西
部
森
林

元
、
達
古
武
地
区
森
林
再
生
、
達
古
武
湖

を
会
場
に
、
北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
森

管
理
署
の
発
表
は
、
「
奨
励
賞
」
を
受
賞

自
然
再
生
、
幌
呂
地
区
湿
原
再
生
等)

を

林
・
林
業
に
係
る
技
術
情
報
等
の
情
報
交

し
ま
し
た
。

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
が
、
２
月
１
日
か
ら

換
を
図
る
た
め
、
「
平
成

年
度
北
の
国

２
月

日
ま
で
、
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
と
き

26

27

・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流
発
表
会
」
を
開

わ
台
ヒ
ル
ズ
（
釧
路
市
春
採
７
丁
目
５
番

催
し
ま
し
た
。

１
号
）
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ギ
ャ
ラ

４
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
発
表
会
に

リ
ー
に
は
、
自
然
再
生
事
業
の
他
、
釧
路

は
、
上
川
・
空
知
・
石
狩
・
後
志
・
檜
山

湿
原
の
動
物
写
真
の
パ
ネ
ル
や
タ
ン
チ
ョ

（
総
合
）
振
興
局
、
白
老
町
、
寿
都
町
、

ウ
等
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
品
も
展
示

札
幌
旭
丘
高
校
、
立
命
館
慶
祥
高
校
、
旭

さ
れ
て
い
ま
す
。

川
農
業
高
校
、
森
林
管
理
署
等
と
道
内
各

会
場
は
、
春
採
湖
近
く
の
小
高
い
丘
の

り

地
か
ら
参
加
が
あ
り
、
森
林
づ
く
り
、
森

上
に
あ
り
ま
す
。

林
環
境
教
育
、
森
林
・
林
業
に
関
連
す
る
、

春
採
の
丘
に
パ
ネ
ル
展
を
見
に
行
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
活
動
を
、
森
林
ふ
れ
あ

み
ま
せ
ん
か
。

も

い
部
門
、
森
林
技
術
部
門
、
高
校
部
門
、

森
林
保
全
部
門
で
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、

日
に
は
林
業
関
係
の
在
道
研

30

究
機
関
等
の
特
別
発
表
、
特
別
講
演
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

釧
路
地
方
か
ら
は
、
２
組
が
参
加
。
根

く

釧
西
部
森
林
管
理
署
（
釧
路
市
）
が
、
森

か

林
ふ
れ
あ
い
部
門
で
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

レ
ス
ト
の
一
般
開
放
事
例
の
報
告
に
つ
い

ひ

て
」
を
発
表
。

「
平
成

年
度
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技

26

当
セ
ン
タ
ー
は
、
森
林
保
全
部
門
で
「
土

術
交
流
発
表
会
」
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

壌
凍
結
に
伴
う
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
の
発
生
メ

は
、
北
海
道
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
標
茶
町
雷
別
国
有
林
の
自
然

再
生
事
業
地
で
、
サ
サ
に
よ
る
被
圧
を
避

h
t
tp
:/
/
ww
w
.r
i
nya

.m
af
f.g

o.
jp/

ho
kk

け
る
た
め
、
サ
サ
の
根
茎
ま
で
剥
ぎ
取
る

aid
o/pre

ss/sid
ou/150

202.h
tml

パネル展のようす
（シルバーシティときわ台ヒルズ）

平成26年度 北の国・森林づくり技術交流発表会
会場となった「かでる２・７」大会議室のようす

発行日
2015年２月６日 第95号
林野庁 北海道森林管理局
釧路湿原森林ふれあい推進センター



［
時

間
］
９
時
～

時

す
る
も
の
で
、
電
動
機
か
ら
自
在
軸
を
へ

現
地
で
の
製
材
に
有
効
に
使
用
さ
れ
た
。

17

［
入

場
］
無
料

て
作
動
し
、
中
径

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
樹

こ
う
し
て
み
る
と
、「
戦
争
中
、
軍
に

20

［
申

込
］
不
要

木
を
伐
採
す
る
電
動
丸
鋸
と
、
径
１
メ
ー

お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
」
と
あ
り
ま
し

［
問
合
先
］
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
と
き
わ
台

ト
ル
ま
で
の
伐
木
に
適
す
る
電
動
鎖
鋸
。

た
が
、
な
ん
と
、
戦
前
の
昭
和
一
桁
時
代

ヒ
ル
ズ

℡

０
１
５
４
ー

【
九
二
式
動
力
伐
採
機
】
は
、
３
つ
の
な

に
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

４
６
ー
８
８
１
１

か
で
唯
一
名
称
に
採
用
年
が
つ
い
て
い

し
か
し
、
驚
く
の
は
そ
の
重
い
こ
と
。

て
、
九
二
式
と
い
う
こ
と
は
、
昭
和
７
年

重
量

キ
ロ
と
な
る
と
、
屈
強
揃
い
の
工

70

星
章
を
つ
け
た
林
業
機
械

②

に
採
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

兵
隊
と
は
い
え
、
い
っ
た
い
何
人
が
か
り

迅
速
な
伐
木
ま
た
は
木
材
の
鋸
断
に
使

で
操
作
し
た
も
の
か
。

「
動
力
伐
採
機
」
、「
動
力
製
材
機
」
と

用
す
る
も
の
で
、
全
重
量
約

キ
ロ
、
発

と
は
い
え
、
木
材
の
整
備
作
業
が
動
力

70

は
、
ど
の
よ
う
な
機
械
だ
っ
た
の
で
し
ょ

動
機
の
出
力
は
約
６
馬
力
で
径
約
１
メ
ー

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
作
業
準
備

う
か
。

ト
ル
ま
で
の
伐
木
お
よ
び
鋸
断
が
可
能
。

に
要
す
る
人
員
を
節
約
し
、
か
つ
作
業
準

工
兵
が
行
う
築
城
や
架
橋
と
い
っ
た
作

【
駄
載
式
動
力
伐
採
機
】
は
、
全
重
量
約

備
を
著
し
く
速
や
か
に
行
な
え
る
よ
う
に

業
に
は
、
大
量
の
木
材
が
必
要
と
な
り
ま

キ
ロ
、
機
関
の
出
力
約
６
馬
力
で
径

な
っ
た
よ
う
で
す
。

61

80

す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
作
業
で
も
、
木
材

セ
ン
チ
以
下
の
樹
木
に
用
い
る
。

次
回
は
、
密
林
突
破
用
に
開
発
さ
れ
た

の
集
積
を
必
要
と
す
る
場
合
が
多
か
っ
た

「
動
力
製
材
機
」
は
、
自
走
で
き
る
移

車
両
「
伐
開
機
」
と
「
伐
掃
機
」
を
紹
介

よ
う
で
す
。

動
式
の
製
材
所
。
制
式
名
称
は
、
【
九
四

し
ま
す
。

し
か
し
、
作
業
の
目
的
が
地
方
（
一
般
）

式
製
材
機
】
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
昭
和

の
土
木
工
事
と
は
違
う
の
で
、「
万
難
を

９
年
に
採
用
に
な
っ
た
も
の
。

２
月
・
３
月
の
予
定

排
し
可
及
的
速
や
か
に
・
・
・
せ
よ
。
」

六
輪
自
動
貨
車
（
六
輪
ト
ラ
ッ
ク
の
こ

と
迅
速
な
作
業
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

と
）
の
荷
台
部
分
に
、
動
力
帯
鋸
を
装
備

＊
２
月
１
日
（
日
）
～
２
月

日
（
金
）

27

後
方
か
ら
資
材
が
届
く
の
を
待
つ
な
ん

し
た
器
材
で
、
製
材
車
（
自
動
貨
車
本
体
）

釧
路
湿
原
自
然
再
生
事
業
紹
介
パ
ネ
ル

て
、
の
ん
気
な
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

と
ト
レ
ー
ラ
ー
か
ら
な
り
、
伐
採
地
ま
た

展
（
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
と
き
わ
台
ヒ
ル

資
材
は
現
地
で
調
達
加
工
し
な
け
れ
ば
な

は
架
橋
点
な
ど
、
部
隊
の
作
業
地
付
近
に

ズ
）

り
ま
せ
ん
。

進
出
し
て
製
材
所
を
開
設
し
、
自
動
車
エ

こ
の
と
き
に
現
地
で
、
立
木
を
伐
採
す

ン
ジ
ン
の
動
力
に
よ
っ
て
製
材
す
る
。

＊
２
月
９
日
（
月
）

る
の
が
「
動
力
伐
採
機
」
の
任
務
で
あ
り
、

車
体
床
面
の
高
さ
を
原
木
の
送
り
込
み

第

回
再
生
普
及
行
動
計
画
ワ
ー
キ
ン

13

伐
採
し
た
立
木
を
用
途
に
応
じ
、
迅
速
に

に
便
利
な
よ
う
に
、
自
動
車
の
位
置
を
掘

グ

製
材
す
る
の
が
、
「
動
力
製
材
機
」
の
任

り
下
げ
、
側
板
を
開
い
て
自
動
車
床
面
を

務
と
な
り
ま
す
。

展
開
し
、
車
体
床
面
が
そ
の
ま
ま
製
材
場

＊
３
月
予
定

「
動
力
伐
採
機
」
に
は
、
名
称
を
調
べ

と
な
る
構
造
、
ト
レ
ー
ラ
ー
に
は
、
九
二

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

る
と
【
動
力
伐
採
機
】
【
九
二
式
動
力
伐

式
動
力
伐
採
機
と
送
材
車
な
ど
を
積
載
し

採
機
】
【
駄
載
式
動
力
伐
採
機
】
と
３
つ

て
い
る
。

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

の
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。(

駄
載

九
二
式
動
力
伐
採
機
で
所
要
の
長
さ
に

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

式
が
あ
る
の
は
、
日
本
陸
軍
ら
し
い
で
す

切
断
し
た
素
材
を
送
材
車
に
載
せ
て
推
進

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

ね
。)

し
、
帯
鋸
機
に
よ
り
所
望
の
角
材
ま
た
は

ご
覧
下
さ
い
。

【
動
力
伐
採
機
】
は
、
人
力
に
よ
り
運
搬

板
材
を
制
作
す
る
。
相
当
数
が
整
備
さ
れ
、
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